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2
月
2
日
、
福
岡
市
博
多
区
で
福
岡
県
労
連
第
71
回

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
午
前
中
の

第
一
部
で
「
組
織
拡
大
学
習
会
」
を
、
午
後
か
ら
評
議

員
会
と
い
う
2
部
構
成
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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第
1
部
の
「
組
織
拡
大

学
習
会
」
で
は
、
全
労
連

事
務
局
次
長
黒
澤
幸
一
氏

を
講
師
に
、「
産
地
（
産

別
・
地
域
）
一
体
の
組
織

活
動
」
と
題
し
て
、
北

海
道
連
で
取
り
組
ん
だ

「
無
期
転
換
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
無
期
プ
ロ
）」
や

「
介
護
総
が
か
り
」
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
年
半
で
非
正
規
労
働
者

１
１
８
人
を
組
織
化
し
た

「
無
期
プ
ロ
」
で
は
、「
市

民
講
座
」
と
し
て
開
催
し

た
内
容
や
、
チ
ラ
シ
や
マ

ス
コ
ミ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使

し
た
告
知
で
参
加
者
を
広

げ
た
取
り
組
み
、
マ
ス
コ

ミ
報
道
が
世
論
を
広
げ
、

無
期
転
換
逃
れ
の
雇
止
め

を
阻
止
し
た
経
験
・
教
訓

な
ど
が
話
さ
れ
、
未
組
織

労
働
者
の
組
織
化
方
針
を

掲
げ
る
福
岡
県
労
連
の
組

　

来
賓
と
し
て
、
国
会
議

員
で
は
田
村
日
本
共
産
党

衆
議
院
議
員
、
野
田
立
憲

民
主
党
参
議
院
議
員
秘

書
、
真
島
日
本
共
産
党
前

衆
議
院
議
員
、
河
野
日
本

共
産
党
参
議
院
予
定
候
補

が
参
加
し
ま
し
た
。
県
議

会
議
員
で
は
、
初
め
て
国

民
民
主
党
の
仁
戸
田
県
議

が
参
加
し
、
日
本
共
産
党

か
ら
は
高
瀬
・
山
口
県
議

も
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
川
崎
立
憲
民
主
党

　

年
明
け
早
々
、
県
労
連

は
行
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
恒
例
の
「
新

春
宣
伝
行
動
」。
県
労
連

加
盟
組
合
、
春
闘
共
闘
加

盟
組
合
よ
り
21
名
が
参
加

し
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
博
多
口
で

1
月
7
日
に
実
施
。
山
下

議
長
を
先
頭
に
「
春
闘
で

大
幅
賃
金
ア
ッ
プ
を
勝
ち

取
ろ
う
！
」
な
ど
を
訴
え

チ
ラ
シ
４
０
０
枚
を
配
布

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
1
月
10
日
に
開

催
し
た
「
19
新
春
旗
び
ら

き
」
は
、
こ
の
間
す
す
め

て
き
た
市
民
と
野
党
の
共

闘
を
す
す
め
き
た
中
、
参

加
者
は
今
ま
で
以
上
に
多

彩
な
顔
ぶ
れ
と
な
り
、
そ

の
た
め
、
今
年
は
樽
酒
も

二
つ
用
意
す
る
な
ど
盛
大

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

県
議
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
は
立
憲
民
主
党
山
内
衆

議
院
議
員
、
国
民
民
主
党

稲
冨
衆
議
院
議
員
・
古
賀

参
議
院
議
員
、
日
本
共
産

党
仁
比
参
議
院
議
員
か
ら

も
届
き
ま
し
た
。
ま
た
、

初
め
て
福
岡
県
社
労
士
会

副
会
長
の
お
二
人
の
出
席

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
懇
談
の
後
、
最
後

に
山
下
議
長
の
音
頭
で

「
が
ん
ば
ろ
う
」
を
歌

い
、「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
締
め
く
く
り
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

来賓のみなさん勢揃いで鏡開き

主
催
者
挨
拶
を
行
う
山
下
議
長

新
春
宣
伝
・
旗
び
ら
き

野
党
も
多
彩
な

　
顔
ぶ
れ
が
参
加

春
闘
前
進
と

選
挙
勝
利
を
誓
う

非
正
規
労
働
者
の

組
織
化
を
学
ぶ

年
始
ス
タ
ー
ト
を

�

意
気
高
く
！

ところ：第三博多偕成ビル（博多区博多駅南1-3-6）

福 岡 県 労 連  第 7 1 回 評 議 員 会

アベ政治を追いこむ春闘へ

　

午
後
の
評
議
員
会
で

は
、
最
初
に
「
全
国
金
融

産
業
労
働
組
合
近
畿
支
部

福
岡
分
会
」
の
福
岡
県
労

連
へ
の
加
盟
申
請
を
承
認

し
た
後
、事
務
局
よ
り「
秋

季
年
末
闘
争
経
過
報
告
」

「
２
０
１
９
年
県
民
春
闘

方
針
」「
会
計
報
告
」「
福

岡
県
知
事
選
挙
闘
争
方
針

（
素
案
）」（
提
案
の
み
）

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議

案
提
案
を
受
け
て
の
討
論

で
は
、
14
名
の
参
加
者
が

働
き
方
改
革
の
取
り
組
み

や
春
闘
に
向
け
た
決
意
、

裁
判
闘
争
、
県
知
事
選
な

ど
に
つ
い
て
発
言
し
、
議

案
を
全
会
一
致
で
採
択
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
人
間
ら
し
く

暮
ら
せ
る
社
会
を
求
め
、

安
倍
9
条
改
憲
を
阻
止

し
、
消
費
税
増
税
を
阻
止

す
る
た
め
に
、
県
知
事
選

を
は
じ
め
と
し
た
4
月
の

一
斉
地
方
選
挙
、
7
月
の

参
議
院
選
挙
の
勝
利
で
安

倍
政
権
に
終
止
符
を
打
つ

こ
と
、
今
春
闘
で
賃
金
の

大
幅
引
き
上
げ
と
底
上

げ
、
長
時
間
労
働
の
是
正

を
勝
ち
取
る
こ
と
を
呼
び

か
け
た
「
２
０
１
９
年
県

民
春
闘
ア
ピ
ー
ル
」
を
採

択
し
、
山
下
県
労
連
議
長

の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
参
加
者
全
員
の
決
意
を

固
め
合
い
ま
し
た
。

織
拡
大
の
取
り
組
み
に
も

大
変
参
考
と
な
る
内
容
で

し
た
。

新しく加盟した
金融ユニオンの仲間

憲法が生きる未来を！
福岡県集会

　と き　３月 17 日（日）13 時から
　会 場　福岡市博多区　冷泉公園

記念講演を行う
全労連・黒澤事務局次長

3.17
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「公契約条例で賃金引き上げを」
～地域活性化の実現～

「二元代表制」と「議院内閣制」

今後の日程  2/26㈫ 機関紙協会理事会　2/27㈬ 単産地区労連加盟組合会議　3/4㈪ いかんよ貧困宣伝行動　3/7㈭ 3・7中央行動　3/10㈰ 学習会「公契約条例で賃金引き上げを」　3/11㈪ 県労連4役会議　3/12㈫ いかんよ貧困役員会　3/13㈬ 回答指定日　3/14㈭ 統一行動日

◆４月に統一地方選、７月に参議院選挙がありま
すが、最近の選挙は投票率の低さが気になりま
す。なぜ選挙に行かないか？ おそらく「めんどー
だから」「行っても変わらないから」「そもそも知
らないから」って人が大半では？ ◆私はこう思

います。「良くするためにめんどーなことをする！」「行かないと絶
対変わらない！」「知ることは面白い！」 ◆ＩＴ時代らしく、ＳＮＳ
やインターネットで選挙（候補者）を覗いてみると面白いかも。移
動の合間に、お昼休みに、寝る前に…私の選挙のススメです。 （は）

霧
の
む
こ
う
の

　
　
　 

ふ
し
ぎ
な
町

後
集
記

編

柏
葉
幸
子

出
版
／
講
談
社

る
人
に
は
、
い
つ
も
の
角

の
そ
の
先
に
、
い
つ
も
の

店
の
そ
の
奥
に
、
一
風
変

わ
っ
た
人
た
ち
が
暮
ら

す
霧
の
谷
が
待
っ
て
い

ま
す
。
現
在
流
通
し
て
い

る
冊
子
は
挿
絵
と
一
部

表
現
が
変
更
さ
れ
た
新

装
版
で
す
が
、
お
す
す
め

は
断
然
旧
版
。
古
書
店
め

ぐ
り
も
一
興
で
す
。
必
要

と
す
れ
ば
、
出
会
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

�

（
ふ
じ
お
か
げ
ん
き
）

　

ふ
し
ぎ
な
町
「
霧
の

谷
」
を
訪
れ
た
少
女
と
ま

ち
の
住
人
と
の
ひ
と
夏

を
描
い
た
物
語
。
霧
の
谷

に
行
く
た
め
に
、
衣
装
箪

笥
を
く
ぐ
り
抜
け
た
り

9
と
3
／
4
番
線
を
探

し
た
り
、
な
ん
て
不
要
で

す
。
こ
の
町
を
必
要
と
す

この本
おすすめ

工藤　長治 氏（東京自治労連　世田谷区職労 : 元執行委員長）
原　　孝之 氏（東京土建　一般労働組合世田谷支部：専従書記）

2019 年３月 10 日日  13：00開場  13：30開会～17：00まで

九州ビル 9 階 大ホール      TEL　092-461-1100
〒 812-0016 福岡県福岡市博多区博多駅南１丁目 8 − 31

　地方自治体では、執行機関の長の首長と議事機関の議会議員を
それぞれ住民が直接選挙で選び、首長、議会がそれぞれ住民に対
して直接責任を負うという制度をとっています。これを「二元代
表制」と言います。国では、選挙された議員で組織された国会が
指名する内閣総理大臣が内閣を組織し、国会に対して責任を負う、
という「議院内閣制」とは対照的な概念です。

　

福
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
る
と
、「
平
成
28

年
度
の
県
内
路
線
バ
ス
の

利
用
者
は
２
７
３
２
０
万

人
で
ピ
ー
ク
時
（
昭
和
44

年
）
と
比
較
し
て
51
％
、

平
成
元
年
と
比
較
し
て

73
％
と
な
っ
て
お
り
、
路

線
バ
ス
の
経
営
は
非
常
に

厳
し
く
、
路
線
廃
止
も
相

次
い
で
い
る
」「
生
活
に

必
要
な
路
線
を
確
保
し
て

い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん

に
こ
れ
ま
で
以
上
に
バ
ス

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
の
利
用
者
の

減
少
だ
け
で
は
な
く
、
近

年
は
路
線
バ
ス
運
転
手
の

人
手
不
足
も
影
響
し
、
路

線
の
廃
止
や
減
便
な
ど
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
過
疎
地
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
福
岡

市
や
北
九
州
市
な
ど
の
都

市
部
で
も
「
住
民
の
生
活

の
足
」
を
ど
う
確
保
す
る

か
が
大
き
な
課
題
で
、
住

民
要
求
も
大
き
な
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
（
２
０
１
３
）

年
、
交
通
政
策
基
本
法
が

施
行
さ
れ
、
交
通
に
関
す

る
施
策
に
対
す
る
国
と
県

の
責
務
等
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
国
と
県
は
、

広
域
・
幹
線
的
で
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
も
の
に

対
し
て
路
線
維
持
を
名
目

に
民
間
事
業
者
で
あ
る
西

鉄
バ
ス
な
ど
に
補
助
金
を

交
付
し
、
県
内
ほ
と
ん
ど

の
市
町
村
が
運
営
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の

運
行
に
も
補
助
金
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
路

線
バ
ス
を
「
こ
れ
ま
で
以

上
に
利
用
を
す
る
」
事
で

路
線
を
確
保
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
は
自
動
運
転
の
バ
ス
な

ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
国
・
県
と
自
治

体
で
持
続
可
能
な
路
線
の

検
討
と
複
合
的
・
政
策
的

な
補
助
金
の
投
入
に
よ
っ

て
生
活
路
線
の
維
持
・
確

保
を
行
い
、
生
活
の
下
支

え
を
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

4
年
に
一
度
の
県
知

事
・
県
議
会
議
員
選
挙
は
、

今
年
、4
月
7
日
投
票（
告

示
日
が
県
知
事
3
月
21

日
・
県
議
3
月
29
日
）
で

実
施
さ
れ
ま
す
。「
二
元

代
表
制
」（
カ
コ
ミ
説
明
）

と
言
わ
れ
る
制
度
で
す
が
、

議
会
が
首
長
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
機
能
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
福
岡
県
は

そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

　

福
岡
県
議
会
は
、
奥
田

革
新
県
政
終
焉
の
の
ち
、

現
在
ま
で
共
産
党
を
除
く

オ
ー
ル
与
党
体
制
に
な
っ

て
お
り
、
選
挙
区
は
、
45

選
挙
区
で
議
員
定
数
85
を

争
い
ま
す
。
表
の
と
お
り

75
％
の
選
挙
区
が
1
・
2

人
区
と
な
り
、
第
一
党
・

第
二
党
が
有
利
の
選
挙
区

に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
民

の
多
様
な
意
見
が
反
映
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
に
く

地
域
住
民
の
足
・「
交
通
難
民
」問
題
と

県
政
へ
の「
参
加
・
民
意
の
反
映
」

シリーズ
県政を考える

④

通
院
・
通
学
・
通
勤

買
い
物
な
ど
生
活
の
足

民
意
の
反
映
は
、

　
民
主
主
議
の
原
則

０
名
ほ
ど
の
組
合
員
さ
ん

と
家
族
の
方
た
ち
の
参
加

支
部
の
新
春
出

陣
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か

ら
生
憎
の
空
模

様
。
小
雨
の
降

る
中
で
の
準
備

に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら

の
支
部
の
将
来

を
表
す
か
の
よ

う
に
、
時
間
と

と
も
に
天
気
は

回
復
し
、
終
わ

る
こ
ろ
に
は
日

差
し
が
温
か
く

感
じ
る
ほ
ど
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候

の
せ
い
も
あ
っ

て
か
、
昨
年
よ

り
少
な
い
１
７

　

１
月
20
日
、
福
建
労
会

館
駐
車
場
に
て
、
福
岡
東

で
し
た
が
、
小
笠
原
支
部

長
の
「
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
の
呼
び

か
け
に
、
大
き
な
拍
手
が

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
時
に
は
国
会
議
員
の

秘
書
、
福
岡
県
議
、
市
議

の
方
々
や
、
地
区
労
連
な

ど
共
闘
団
体
の
方
々
が
激

励
の
挨
拶
に
訪
れ
、
消
費

税
、
ア
ス
ベ
ス
ト
、
公
契

約
の
３
要
求
に
応
え
る
議

員
も
多
く
い
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
主
婦
の

会
の
皆
さ
ん
が
振
る
舞
う
、

豚
汁
や
ぜ
ん
ざ
い
も
大
好

評
。
大
人
も
子
ど
も
も
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

出
陣
式
の
最
後
に
は

お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ

り
、
支
部
長
が
番
号
を
呼

ぶ
た
び
に
大
き
な
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
一

等
を
当
て
た
長
住
分
会
の

大
山
さ
ん
の
息
子
さ
ん
は
、

そ
の
後
、
堂
々
た
る
「
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
披
露

し
、
周
り
の
大
人
を
感
心

さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
最
後
の

拡
大
月
間
。
全
分
会
目
標

達
成
を
目
指
し
て
、
大
い

に
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

た
出
陣
式
と
な
り
ま
し
た
。

春の拡大が本格始動
全分会目標達成を目指して

福建労　福岡東支部　山中　健

講　師

日　時

場　所

い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
令
指
定
都
市
で
あ
る

福
岡
市
と
北
九
州
市
の
選

挙
区
は
、
市
議
会
議
員
の

選
挙
区
と
同
じ
行
政
区
単

位
で
す
。
同
じ
政
令
指
定

都
市
で
あ
る
熊
本
県
熊
本

市
の
県
議
会
議
員
の
選
挙

区
は
、
第
一
選
挙
区
・
定

数
12
（
中
区
・
東
区
・
北

区
）
と
第
二
選
挙
区
・
定

数
5
（
南
区
・
西
区
）
の

二
つ
の
選
挙
区
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
①
多
様
な
民

意
を
く
み
取
る
、
②
少
数

会
派
の
存
在
を
尊
重
す

る
、
と
い
う
理
由
で
選
挙

区
の
区
割
り
が
決
定
さ
れ

た
経
緯
が
あ
る
そ
う
で

す
。
い
か
に
民
意
を
正
確

に
反
映
す
る
制
度
に
す
る

か
、
民
主
主
義
の
原
則
で

す
。

2019年福岡地区労連・福岡地区春闘共闘学習会

玄海原発
「差止め処分」抗告審

福岡市 
北九州市

政令都市 
以外 計

１人区 2 18 20
２人区 3 11 14
３人区 6 1 7
４人区 3 1 4
５人区 0 0 0

計 14 31 45

【写真上】JR遠賀川駅に停車中
の芦屋町のコミュバス（右）と遠
賀町のタウンバス

【写真下】大野城市の「まどか号」

【表】県議の選挙区割

参加した子どもも一緒に「団結ガンバロー」

春の出陣式恒例のもちつき

3 月 25 日（月）
13 時半・福岡高裁


